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現　 在

　  羽村市議会議員 (２期目 )

　  厚生委員会委員長

　  瑞穂斎場組合議会議長

　　　　　　　　　　　　　　　　「伝統文化」

文化庁事業「伝統文化親子教室」 の活用を！

地元で楽しもう！

体験しよう！

　平成２６年度予算特別審査委員会が３月１４日から１８日ま

で開催され、原案可決となりました。一般会計２０８億８千万円、

特別会計１１７億３７３０万円、総額３４１億３６０６万円が羽

村市の平成２６年度予算です。

　施策の一つに「伝統文化交流事業」があります。

　ゆとろぎの事業のひとつとして、２６年度は「風のおわら」「磯

節」（茨城県を代表する民謡）の舞台鑑賞や落語、指物の講座など

が現在、予定されています。

　大塚あかねは「年々、事業が充実していくのはよいこと。けれ

ど、鑑賞したり、受講するだけでは、もったいない。この事業の目

的の一つに、子ども達に、伝統文化に関する活動を体験できる機

会を提供し、将来にわたって継承し、発展させていくこと、とあ

る。この事業を更に、発展させるために、国の事業を活用して、羽

村の子ども達が地元の伝統文化を体験できる取組みを行っては

どうか。」と質問しました。

　文化庁の事業で、平成２６年度１２億円の予算が予定されている「伝統文化親

子教室事業」があるのです。勿論、子どもだけの教室事業も認められています。

　羽村市の財源を使わず、国の補助金で、羽村の子ども達が地元で地域の民俗芸

能、日本舞踊、工芸技術や、華道、茶道などを体験することができるのです。

　市が計画している「伝統文化交流事業」に更に深みが増しますね。

　「国の事業を取り入れ、子ども達に伝統文化を体験する機会をつくっていく。」

と市も実施の検討に入りました。

　２０２０年にはオリンピックが開催され、多く

の外国人が東京を訪れます。日本人が日本の伝統

文化を知らないことは恥ずかしい事。。。是非と

も、地元で伝統文化を楽しみ、学びましょう！



働く女性から、行政が「マタハラ」に関する手引きやパンフレットを作成し

てほしい、という声があります。作成してみてはいかがでしょうか？
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　働く女性が「妊娠、出産」を理由に職場でうける精神的・肉体的なハラスメント

を「マタニティ・ハラスメント」（マタハラ）といいます。

　パワハラ、セクハラに並ぶ３大ハラスメントの一つなのです。

　連合の調査によると、妊娠経験のある働く女性の４人に一人が「マタハラを体

験したことがある」と答えました。

　働く女性が安心して子どもを産むことができる街づ

くりのために、羽村市はどのようにマタハラ対策に取

り組んでいくのでしょうか？

　　　ハラスメント全般の研修は行われている。今後、マタハラに関する

　　研修もとりあげていきたい。

市役所内の職員研修で、マタハラに関する研修は予定されていますか？

　父親ハンドブックや両親学級などでマタハラに関して広報・啓発し

ていきたい。

　独身の方や、ある程度、年齢のいかれた方は両親学級には参加しませんし、

父親ハンドブックも手に取ることはありません。積極的な周知、啓発は必要で

す。

　羽村市男女共同参画基本計画に「マタハラ対策」を取り入れて、市として

働く女性が安心して子供を産める街づくりを更に進めていくべきではないで

しょうか。

　審議会に検討を依頼し、計画に取り入れていきたい。

　妊娠にともなう様々な症状は個人差もあり、同じ女性であっても配慮は難し

いもの。

　妊婦が抱える症状を知り、体調がすぐれないとき周

囲がどのように気遣い、対応すべきか、男女ともに学

ぶ機会をつくる必要もありますね。働く女性が安心し

て子どもを産むことができる街づくりのために、これ

からも大塚あかねは頑張ります！

マタニティ・ハラスメント・・ご存じですか？

(２ )

３月議会一般質問ダイジェスト①３月議会一般質問ダイジェスト①
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　地域包括支援センターをご存知ですか？市民の保健・福祉・医療の向上、虐待

防止、介護予防マネジメントなどを総合的に行う機関のことで、現在、羽村市に

は青梅線以西を受け持つセンターが市役所一階と、青梅線以東を受け持つセン

ターが富士見平１丁目と２か所あります。

　高齢者社会には欠かせない存在です。

　広報誌や出前講座、介護認定を受けていない方への基本チェックリス

トを活用しＰＲを図っている。

　地域包括支援センターの役割を知っていただくには、元気なうちから相談

しやすい関係をつくることが必要だと考えますが、市の考えは？

　情報提供だけではなく、「顔の見える関係つくり」も大事ではないでしょうか。

　例えば、町内会総会や、老人クラブの総会、イベントに

担当者が出かけ、センターの活動紹介をするなどして、

日頃から顔の見える関係づくりをしていくことも大事、

と訴えました。

　いざという時に助けてくれる存在の

　　　　　　　　　　　「地域包括支援センター」。

お気軽に相談してみてください！

高齢者の味方！

　　　　「地域包括支援センター」

　２月に降った大雪。市内産業は勿論、私達の生活にも大きな被害をもたらしま

した。

　とくに、市内農業に与えた被害は甚大。畑へ

の被害は勿論のこと、ビニールハウスの倒壊

が２４戸の農家で６２棟に被害が出ました。

　市長からは、　「緊急措置的な支援を行う」

と答弁を得ることができました。

２月の大雪！被害を受けた農業支援は？

３月議会一般質問ダイジェスト②
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３月議会一般質問ダイジェスト②

３月議会一般質問ダイジェスト③３月議会一般質問ダイジェスト③
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　　　１月１１日
羽村市農産物直売所前にて、
恒例の「だるま市」が行わ
れました。

　　　　3 月 2１日
有野正治電機連合中央執行
委員長から激励

　　　２月１５日
何十年ぶりの大雪。ご近所の
みなさんと、雪かきに大奮闘！
近所の「絆」を痛感しました

( 4 )

皆様からのご支援（カンパ）をお願いしております。

大塚あかねの政治活動全般に活用させていただきます。

ご意見、ご要望も下記までご連絡くださいませ。

連絡先

★お知り合いのご紹介お願いいたします。

E-mail：a.k.o@t-net.ne.jp ブログ毎日更新中！

２月１１日
町田市議会議員選挙。
森本せいや君を応援


